
第第 1199 回回  岡岡山山県県実実業業団団・・学学生生対対抗抗陸陸上上競競技技選選手手権権大大会会  開催要項 
 
１．主  催  岡山県実業団陸上競技連盟 岡山学生陸上競技連盟 
２．後  援  未定 
３．主  管  岡山陸上競技協会 
４．期  日  平成２２年７月２５日（日） 開会式９：００  競技開始時刻９：３０ 
５．場  所  倉敷運動公園陸上競技場（倉敷市四十瀬４） 
６．種  目  （１）男子の部（17種目） 
          100ｍ，400ｍ，800ｍ，1500ｍ，5000ｍ，110ｍＨ，400ｍＨ，4×100ｍ，4×400ｍ, 

走高跳，棒高跳，走幅跳，三段跳，砲丸投，円盤投，ハンマー投，やり投 
        （２）女子の部（12種目） 
          100ｍ，400ｍ，1500ｍ，5000ｍ，100ｍＨ，4×100ｍ， 

走高跳，走幅跳，砲丸投，円盤投，ハンマー投，やり投 
        （注）申込締切後，少なくとも１名以上の出場があれば，片方でもオープン種目とは 
           しない。（両連盟以外の参加者のみオープン種目） 
７．参加資格  （１）岡山県実業団陸上競技連盟または岡山学生陸上競技連盟に登録し，各加盟団体の 
           代表選手として選ばれた者。 
        （２）代表選手として選ばれなかった者で，一般参加を希望する者。 
        （３）代表選手は，各加盟団体で次の要領で決定する。 
          ・実業団連盟：連盟強化部で選考し連絡する。 
          ・学生連盟 ：大会申込者の中から学連幹事会において選考する。 
８．参加制限  （１）一種目につき各加盟団体それぞれ男子４名，女子３名以内とする。 
           同一人の参加種目には制限はない。 
        （２）一般参加選手の参加種目制限はない。 
９．競技規則  ２０１０年度日本陸上競技連盟競技規則による。 
10．競技方法  実業団チーム対学生チーム対抗競技とする。 
        得点は，１位８点，２位７点･･･以下８位１点とする。 
        また，ボーナスポイントとして下記のポイントを加算する。 

（日本新１００点，岡山県新１０点，大会新５点，但しタイ記録は半分とする。） 
11．表  彰  （１）各種目の第３位までに賞状を授与する。 
           各種目成績発表後に表彰を行う。 

（２）総合優勝 男子優勝 女子優勝の各チームには賞状，優勝杯を授与する。 
           但し，各優勝杯は持ち回りとする。 
        （３）男子，女子の各１名に優秀選手賞を授与する。 
12．参 加 料  （１）１人１種目およびリレー１チームにつき１，０００円とする。 
           代表選手の参加料は各連盟の負担とし，一般参加の選手は個人負担とする。 
        （２）参加料は下記の振込口座へ申込と同時に払込のこと。 
           実業団：水島信用金庫 矢柄支店 普通 口座番号 0111482 道下 章 
           学 連：郵便振替 口座番号 15430-24806001 岡山学生陸上競技連盟 
13．申込方法  参加希望者は，各所属チーム毎に申込一覧表（様式１）および岡山陸協の様式に従って 
        入力されたフロッピーデスクで申込みする。 
        参加料振込写しを同封して各連盟の事務局に申込みをすること。 
14．申込み先  ・実業団連盟：〒712-8501 倉敷市水島海岸通一丁目 1 
                       三菱自動車パワートレイン製作所 水島工作部 技術課 
                       岡山県実業団陸上競技連盟事務局 楠目 洋一 宛 
        ・学生連盟 ：〒700-8601 岡山市北区津島京町二丁目 10-1 
                      岡山商科大学 岩橋邦彦研究室内 
                       岡山学生陸上競技連盟事務局 宛 
15．申込期限  ・実業団連盟：平成 22年 6月 25日（金）必着 
15 申込期限  ・学生連盟 ：平成 22年 6月 25日（金）必着 
16．そ の 他  （１）代表選手のナンバーカードは，主催者側で用意する。一般参加者のナンバーカー 
           ドは平成 22年度の登録番号を使用し，各自で用意する。 
        （２）スパイクシューズのピンは７mm以下とする。 
        （３）本大会出場に際しては，各個人の責任において健康診断を受け健康管理に努める 
           こと。大会中生じた事故については主催者側で応急の処置を行うが，それ以後は 
           各個人の責任で行うこと。 


